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別
府
市
所
在
の
古
墳
に
つ
い
て

～
鷹
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
か
ら
～

大
分
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

井
　
　
　
大
　
樹

１
．
は
じ
め
に

　

鷹
塚
に
つ
い
て
の
最
古
の
記
述
は
豊
後
国
岡
藩
の
唐
橋
君
山
が

記
し
た
『
豊
後
國
志
』「
速
見
郡
之
巻　

墳
墓
」（
注
１
）（
一
七
九
八
～

一
八
〇
三
編
纂
）
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
、
明
治
末
の
郷
土

史
家
で
あ
っ
た
佐
藤
蔵
太
郎
は
、『
豊
後
史
蹟
考
』「
二
ツ
塚
」
の
中
で

実
は
、「
別
府
ノ
太
郎
」「
別
府
ノ
次
郎
」「
鷹
緑
丸
と
呼
の
塔
」
三
基

の
古
墳
が
あ
り
、
太
郎
塚
・
次
郎
塚
古
墳
と
比
較
す
る
と
鷹
塚
の
方
が

大
き
い
と
報
告
を
し
て
い
る
。
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
記
載
、

別
府
市
火
売
所
在
の
実
相
寺
に
伝
わ
る
石
垣
村
の
旧
記
録
に
は
、「
鷹

塚
」
の
項
が
あ
り
、「
二
ツ
塚
よ
り
大
な
り
」、「
土
中
に
石
櫃
あ
り
」

な
ど
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）

の
『
大
分
県
史
蹟
伝
説
地
詳
図
』「
別
府
市
ノ
（
二
）
別
府
市
郊
外
」

を
み
る
と
、
百
合
若
大
臣
鷹
塚（
注
２
）
の
名
称
で
登
場
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
実
相
寺
遺
跡
公
園
内
に
家
形
石
棺
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
周

辺
の
住
民
に
よ
れ
ば
、
こ
の
古
墳
の
敷
地
内
に
家
形
石
棺
の
蓋
が
落
ち

て
い
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
移
動
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察

さ
れ
る
。

２
．
調
査
の
経
緯

　

鷹
塚
古
墳
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
実
相
寺
古
墳
群

の
調
査（
注
３
）
の
一
環
と
し
て
、
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
第
１
次
調

査
は
平
成
二
〇
年
度
で
墳
丘
測
量
調
査（
注
４
）
に
基
づ
き
、
墳
丘
規
模
・

墳
形
確
定
の
た
め
墳
丘
北
側
に
1Tr
、
南
側
に
２
・
3Tr
を
設
定
し
調
査
を

実
施
し
た
。
開
口
部
は
南
東
部
で
あ
り
、
3Tr
か
ら
は
面
調
整
を
施
し
た

方
形
の
石
材
が
検
出
で
き
た
も
の
の
、
当
該
調
査
の
目
的
で
あ
る
墳
形

規
模
等
に
つ
い
て
は
、
測
量
の
デ
ー
タ
等
に
基
づ
き
三
〇
ｍ
前
後
の
円

墳
で
あ
ろ
う
と
い
う
想
定
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

平
成
二
一
年
度
に
は
こ
れ
に
つ
づ
く
、
第
二
次
調
査
が
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
墳
丘
南
西
側
に
4Tr
、
西
側
に
5Tr
、
北
西
側
に
６
・
7Tr
、
1Tr

の
拡
張
・
設
定
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
昨
年
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
た
。
そ
の
結
果
、
4Tr
で
は
住
宅
造
成
の
た
め
に
墳
丘
端
部
が
削
平

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
５
・
６
・７
・
8Tr
よ
り
根
石
が
あ
り
墳
端
を
確
認
で

き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
は
じ
め
は
、
５
・
7Tr
で
直
線
状
に
墳
端
が
検

出
で
き
、
6Tr
の
墳
端
と
そ
の
向
き
が
違
う
こ
と
か
ら
8Tr
を
設
定
し
た
と
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こ
ろ
、
コ
ー
ナ
ー
状
に
隅
角
を
形
成
し
て
い
る
た
め
、
約
一
辺
二
七
ｍ

ほ
ど
の
方
墳
で
は
な
い
か
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
ま
た
、
時
期
を
特
定

で
き
る
よ
う
な
高
坏
、
坏
身
、
坏
蓋
も
出
土
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
墳
丘
・
墳
形
に
関
す
る
課
題
は
、
二
次
調
査
に
よ
り
一

定
の
め
ど
が
立
っ
た
た
め
、
平
成
二
二
年
度
か
ら
の
三
次
調
査
で
は
開

口
部
及
び
羨
道
部
の
依
存
状
況
確
認
を
目
的
と
し
た
調
査
を
す
る
こ
と

と
な
り
、
調
査
区
は
一
次
調
査
で
設
定
し
た
3Tr
を
拡
張
し
、
羨
道
と
前

室
の
確
認
を
行
い
、
新
た
に
9Tr
を
設
定
し
た
。
調
査
の
結
果
、
羨
道
部

は
幅
二
・
五
ｍ
・
現
存
長
八
ｍ
と
い
う
県
内
最
大
の
羨
道
を
持
つ
巨
石

墳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
明
大
工
業
株
式
会
社
の
協
力

を
得
て
、ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
三
次
元
測
量
も
実
施
し
た
。

三
次
元
測
量
の
デ
ー
タ
か
ら
、
墳
丘
断
面
図
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、
開

口
部
よ
り
八
ｍ
奥
の
玄
門
か
ら
墳
丘
の
中
心
部
ま
で
は
残
り
五
ｍ
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
推
定
さ
れ
る
全
長
が
一
三
ｍ
を
超
え
、
こ
れ
も
ま
た

県
内
最
大
の
石
室
と
な
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。

３
．
ま
と
め

　

今
回
、
別
府
大
学
文
化
財
研
究
所
の
調
査
に
よ
っ
て
、
鷹
塚
古
墳
は

こ
れ
ま
で
県
内
最
大
の
石
室
長
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
た
鬼
の
岩
屋
２

号
墳
よ
り
も
大
き
な
石
室
を
持
つ
、
県
下
最
大
の
巨
石
墳
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
ま
た
、
二
次
調
査
の
成
果
に
よ
り
一
辺
が
二
七
ｍ
程
度

の
飛
鳥
時
代
の
方
墳
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

羨
道
部
の
石
材
に
は
、
赤
色
顔
料
の
塗
布
が
確
認
さ
れ
、
今
後
装
飾

が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
赤
色
顔
料
も
蛍
光
Ｘ
線
装
置
に

よ
る
分
析
か
ら
、ヒ
素
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
別
府
市
に
は
、

「
血
の
池
地
獄
」
と
い
う
国
の
名
勝
が
存
在
し
、
こ
こ
か
ら
採
取
で
き

る
ベ
ン
ガ
ラ
に
も
ヒ
素
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。こ
の「
血

の
池
地
獄
」
に
関
し
て
は
、
八
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
豊
後

国
風
土
記
』
の
中
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
鷹
塚
古
墳
が
含
ま
れ
る

実
相
寺
古
墳
群
は
、
鬼
の
岩
屋
古
墳
群
と
共
に
、
別
府
の
歴
史
・
大
分

の
歴
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
的
所
産
と
な
る

の
で
は
と
思
う
。

【
注
釈
】

（
１
）「
荒
墓　

三
所
。
並
在
石
垣
荘
石
垣
原
。
一
曰
別
府
太
郎
。
一
曰

別
府
次
郎
。
一
曰
緑
丸
蓋
鷹
名
。
俗
説
紛
紛
。
未
聞
其
正
」
と

記
述
有

（
２
）
当
該
書
籍
中
で
は
百
若
合
大
臣
鷹
塚
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
単
純
な
記
載
ミ
ス
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
３
）
実
相
寺
古
墳
群
の
調
査
は
、
天
神
畑
古
墳
の
調
査
に
始
ま
り
太

郎
塚
・
次
郎
塚
古
墳
と
進
ん
で
い
る
。
鷹
塚
古
墳
は
位
置
的
に

は
、
天
神
畑
と
太
郎
・
次
郎
の
間
に
所
在
す
る

（
４
）
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
電
子
平
板
を
用
い
た
変
化
点
測

量
を
実
施
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
（
下
村
・
吉
田
・
玉
川

二
〇
〇
三
）
を
参
照

【
参
考
・
引
用
文
献
】

梅
原
末
治
著　
「
豊
後
國
速
見
郡
北
石
垣
村
の
石
室
古
墳
」（『
考
古
学

雑
誌
』
第
一
四
巻
四
号
二
一
六

－

二
二
三
頁
）　

日
本
考
古
学
会　

一
九
二
四

別
府
市
編　
『
別
府
市
史
』（
歴
史
編
に
つ
い
て
は
鳥
居
龍
蔵
編
）　

別

府
市　

一
九
二
八

十
時
英
司
編　
『
大
分
県
史
蹟
伝
説
地
詳
図
』　

郷
土
史
蹟
伝
説
研
究
会

　

一
九
四
〇

別
府
市
編　
『
別
府
市
誌
』　

別
府
市　

一
九
七
三

南
明
荘
古
墳
調
査
団
編　
『
別
府
市
域
に
お
け
る
集
落
景
観
の
編
成

資
料

－
南
明
荘
古
墳
調
査
報
告

－

』　

南
明
荘
古
墳
調
査
団　

一
九
七
九

別
府
市
編　
『
別
府
市
誌
』　

別
府
市　

一
九
八
五

下
村
智
・
吉
田
和
彦
・
玉
川
剛
司　
「
古
墳
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
測
量

の
研
究

－
大
分
県
下
の
古
墳
を
事
例
と
し
て

－

」（『
九
州
考
古
学
』

第
七
八
号　

八
〇

－

九
八
頁
）　

二
〇
〇
三

別
府
市
編　
『
別
府
市
誌
』（
一
巻
・
二
巻
・
三
巻
）　

別
府
市　

二
〇
〇
三

上
野
淳
也
・
玉
川
剛
司　
『
別
府
市
所
在
鷹
塚
古
墳
の
調
査

－

平
成

二
二
年
度
の
調
査
概
要

－

』　

大
分
県
考
古
学
会
発
表
資
料　

二
〇
一
〇

清
水
宗
昭
編　
「

－

別
府
市
の
古
墳
文
化

－

」（『
べ
っ
ぷ
の
文
化
財
』

No.
四
二
）　

別
府
市　

二
〇
一
二
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別府市の弥生時代と古墳時代の遺跡

別府市の古墳時代の墓
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実相寺１号石棺実測図

実相寺２号石棺実測図


